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古道具屋の 大井金 五郎 は、 古道具の 入った 大きな 風 

呂敷包 を 背に して 金 町の 家へ 帰って来た。 金 五郎 は 三 

たてま 

河 島 蓮 田の 古道具屋 小 林 文 平の 立場へ 住って、 古い 

にん * きょう ところ 

偶 形 を 買って 来た 処 であった。 

門口の 狭い 店に はもう 電灯が 点いて、 女房 は 穴 倉の 

奥の ような 座敷で 夕飯の 準備 をして いた。 

「帰った のです か、 寒かった でしよう」 

「平生 だったら、 寒いだ ろうが、 今日は 寒く ねえの だ」 

女房 は 金 五郎の 活活 した 顔 を 見た。 

「どうしたの、 今日は 痴に 景気が いい じ やない の、 何 

か 掘り だし 物で もあった のかい」 
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